
表丹沢方面の自然公園情報 
 

日付：令和元年 10月 23日（水） 

コース：二俣－後沢乗越－鍋割山 

天気： 曇り 

 

＜登山道情報＞ 

●台風 19号の影響でアプローチの林道が崩落したり、沢筋では土砂が堆積して流路が変わって

いるところがあります。歩行は可能ですが、入山の際は十分注意してください。 

 危険を感じたら引き返す勇気が必要です。 

また入山前に登山口のビジターセンターなどで最新の情報を入手しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜自然情報＞ 

●秋になっても気温が高かったせいでしょうか、今年の紅葉はかなり遅れ気味で、鍋割山では 

標高 1,000メートル付近から上でようやく色づき始めたところです。 

 

 

 

 

 

 

 

水流でえぐられた林道 土砂が押し出して流路が変わった沢 

カエデはまだ青葉（標高 650メートル付近） 色づき始めたカマツカ（標高 1,200メートル付近） 

 



●山頂の南斜面一帯にはメギの赤い実が目につきます。 

全身を鋭いトゲで武装しているため、「コトリトマラズ」という異名があります。 

それほど珍しい木ではありませんが、鍋割山頂付近ではなぜかこの木が密生しており 

しかも年々領域を広げているのが不思議です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●季節の深まりとともに花の種類も少なくなってきました。 

 鍋割山稜の秋の最後を彩るのが、リンドウやリュウノウギクの楚々とした姿です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

リンドウ リュウノウギク 


